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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第22期
第２四半期
連結累計期間

第23期
第２四半期
連結累計期間

第22期

会計期間
自 平成27年３月１日
至 平成27年８月31日

自 平成28年３月１日
至 平成28年８月31日

自 平成27年３月１日
至 平成28年２月29日

売上高 (千円) 21,055,722 17,678,019 43,409,443

経常利益 (千円) 1,604,923 328,924 1,955,641

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 779,521 25,292 121,686

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 750,986 142,798 29,614

純資産額 (千円) 10,372,782 9,441,249 9,474,930

総資産額 (千円) 23,541,981 22,811,511 24,709,508

１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) 22.09 0.72 3.45

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 43.2 40.8 37.7

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △1,350,465 2,219,790 △731,346

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △1,152,966 △549,718 △1,826,434

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 2,180,842 △1,238,204 4,697,500

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 3,214,113 5,967,038 5,660,398
 

　

回次
第22期
第２四半期
連結会計期間

第23期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成27年６月１日
至 平成27年８月31日

自 平成28年６月１日
至 平成28年８月31日

１株当たり四半期純利益金額又
は１株当たり四半期純損失金額
(△)

(円) 5.23 △5.80

 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

４．「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、第１四半期連結累

計期間より、「四半期（当期）純利益」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」としておりま

す。
　

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事業の内容に

重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社サマンサタバサジャパンリミテッド(E03463)

四半期報告書

 2/20



第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」について重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

 

（１） 業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益や雇用環境の改善を背景に、緩やかな景気回復の動

きが見られた一方、中国をはじめとする世界経済の減速懸念、英国のＥＵ離脱問題など、景気の先行については不

透明な状況が続いております。

　当社グループの主要な関連業界である百貨店を含む小売業界におきましては、インバウンド需要の減少、梅雨明

けの遅れや度重なる台風襲来などの悪天候の影響、また、消費者の節約志向による消費マインドの低下が継続する

厳しい状況となっております。

　このような状況のもと、当社グループは、「良い人、良い場所、良い商品、良い宣伝」の実施を事業戦略にかか

げ、効果的な店舗展開とプロモーション活動及び商品戦略などを展開してまいりました。

 

当第２四半期連結累計期間の売上高は、在庫水準の適正化を目的に仕入を抑制したことによる一部機会損失の発

生、前連結会計年度に実施したアパレル事業の再構築及びブランド整理に伴う店舗数の減少(アパレル事業において

前年同期比33店舗の減少)などの影響により、176億78百万円（前年同期比16.0％減）となりました。

　売上総利益率は、コスト低減の努力や円高による為替の影響などにより、前年同期比1.5ポイント増の66.9％とな

り、売上総利益額は118億18百万円（前年同期比14.2％減）となりました。

　販売費及び一般管理費は、広告宣伝費や販売促進費などの抑制を行ったものの、ゴルフトーナメント費用の当第

２四半期連結累計期間への計上(前連結会計年度までは第３四半期連結累計期間に計上)などの増加要因もあり、117

億91百万円(前年同期比3.3％減)となりました。また、販売費及び一般管理費の対売上高比率は、前年同期比8.8ポ

イント増の66.7％となりました。この結果、営業利益は26百万円（前年同期比98.3％減）となりました。

　営業外損益は、店舗移転補償金４億50百万円、償却債権取立益１億８百万円など合計５億76百万円を営業外収益

に計上しましたが、為替差損２億51百万円など合計２億74百万円を営業外費用に計上したため、経常利益は３億28

百万円（前年同期比79.5％減）となりました。

　特別損益は、固定資産除却損88百万円などを特別損失に計上したため、親会社株主に帰属する四半期純利益は25

百万円（前年同期比96.8％減）となりました。

 
当第２四半期連結累計期間における当社グループの主な取組みは以下のとおりであります。

＜店舗展開について＞

出店戦略として、話題の商業施設への出店を行ってまいりました。事業別の出退店数、主な店舗は以下のとお

りであります。

　バッグ事業においては、11店舗の出店(12店舗の退店)となりました。国内では東京都内で最大のDUTY-FREE

STOREであるロッテ免税店東京銀座店の中に、「サマンサタバサ ロッテ免税店」を出店した他、「サマンサタバ

サ 福岡三越市中免税店」、東京ディズニーリゾート内のショッピングモール「イクスピアリ」に「サマンサベ

ガ＆シュエットギャラリー イクスピアリ店」を出店いたしました。海外では、香港において香港大型商業施設

「ハーバーシティ」に「サマンサタバサ 香港ハーバーシティ店」を出店いたしました。

　アパレル事業においては、４店舗の出店(10店舗の退店)となりました。「And Couture(アンド クチュール)」

をルミネ池袋、ＪＲ名古屋高島屋に、「WILLSELECTION(ウィルセレクション)」を阪急うめだ本店、有楽町マルイ

に出店いたしました。
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　その結果、サマンサタバサグループ合計でブランド変更を含め、前年度末比で７店舗減少し、当第２四半期末

の店舗数は431店舗となりました。

 

＜プロモーション活動について＞

プロモーション活動として、ＴＶＣＭや、多数のファッション誌への掲載、各種イベント・キャンペーンなど

を行ってまいりました。

　バッグ事業においては、世界のトップモデルでサマンサミューズのミランダ・カーを起用したサマンサタバサ

新ＣＭや、EXILE のDNAを受け継ぎ本格的なダンスパフォーマンスを展開する女性グループ「E-girls」の楓さ

ん、藤井夏恋さん、藤井萩花さん、佐藤晴美さんが出演した、新ＣＭを放映いたしました。また、2016年３月に

は「サマンサタバサ×伊勢丹新宿店」の特別企画として、３月16日～22日の１週間、サマンサタバサが創設130周

年を迎える伊勢丹新宿店において、６フロア横断イベントを開催いたしました。総合プロデューサーに最も旬な

日本人クリエーターDaichi Miuraさんを迎え、各フロアを「コラボレーション」で共通させ、様々な注目アー

ティスト、タレントとのコラボラインナップを展開いたしました。また、本館１階全14面のウインドウをディス

プレイするなど、サマンサタバサらしい“夢”の空間を演出いたしました。また同月、サマンサタバサのプロ

モーショナルモデル兼コラボデザイナーとして中村アンさんと契約を締結し、「サマンサタバサ×伊勢丹新宿

店」の特別企画にてコラボレーション商品を初お披露目しました。彼女のライフスタイルやプライベートファッ

ションは多くのメディアに取り上げられ、インスタグラムのフォロワー数は約170万人と常に注目を集めていま

す。

　また、2016年８月11日～９月25日の間、サマンサタバサDELUXE 表参道GATES店にて、クリエイティブスタジオ

KLOKAとの取り組みのもと、「Samantha Thavasa presents“Bon-Bon Voyage!”by KLOKA 」を開催しました。３

フロアすべてを改装し、実際にお客様が体験できるアトラクション型イベントとして、オリジナルカップケーキ

など様々なオリジナルスイーツや限定アイテムを販売し、約１万人のお客様にお越し頂きました。

　ジュエリー事業においては、EXILE/三代目 J Soul Brothers from EXILE TRIBEの岩田剛典さんが出演した、

2016年春夏ＣＭを放映いたしました。

　ゴルフ事業においては、当社グループが主催する女子ゴルフトーナメントである、「サマンサタバサ ガールズ

コレクション・レディーストーナメント 2016」を、７月15日(金)～17日(日)の３日間、茨城県・イーグルポイン

トゴルフクラブで開催し、大会３日間で１万５千人強の方にご来場いただきました。

 

＜商品戦略について＞

　商品戦略として、各ブランドにおいて多くの新作を販売し、話題性のある商品を販売いたしました。

　バッグ事業においては、３月の伊勢丹新宿店との特別企画にて、世界のトップモデル兼サマンサミューズのミ

ランダ・カーとのコラボレーション商品である「Miranda Kerr for Samantha Thavasa」シリーズをはじめ、同月

にサマンサタバサのプロモーショナル契約を果たした中村アンさんなど、今注目のデザイナー、スタイリストと

のコラボレーションラインナップを多数展開いたしました。また、サマンサタバサから初のキッズラインとなる

「Dream Samantha Kids」や、2016ＡＷ新ＣＭで紹介したサマンサタバサの「サマンサマイン」や、スコットラン

ド北部に位置するアウター・ヘブリディーズ諸島のウールを、職人が丁寧に手織りした最高級ツイード生地であ

る「ハリスツイード」を使用したハリスツイードシリーズなどを展開いたしました。その他、ディズニー映画

「ズートピア」の世界観をイメージした「ディズニーコレクション ズートピアシリーズ」、ディズニー／ピク

サー映画「ファインディング・ドリー」の公開を記念した「ディズニーコレクション ファインディング・ド

リー」シリーズ、ディズニー映画最新作「アリス・イン・ワンダーランド/時計の旅」の公開に合わせて「ディズ

ニーコレクション アリス・イン・ワンダーランドシリーズ」を発売するなど、多数の商品を展開いたしました。

　ジュエリー事業においては、「サマンサティアラ」のプロモーショナルモデル兼コラボレートデザイナーでも

ある紗栄子さんとのコラボレーションラインの新作ジュエリーを販売し、三代目 J Soul Brothers from EXILE

TRIBEの岩田剛典さんが出演するＣＭ商品の販売も堅調に推移しました。
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（２）財政状態の分析

① 資産、負債及び純資産の状況

（資産）

総資産は228億11百万円であり、前連結会計年度末と比較して18億97百万円減少しております。主な減少要因

は、受取手形及び売掛金が５億55百万円、商品及び製品が13億94百万円減少したことなどによるものでありま

す。

 

（負債）

総負債は133億70百万円であり、前連結会計年度末と比較して18億64百万円減少しております。主な減少要因

は、支払手形及び買掛金が８億74百万円、長期借入金が９億43百万円減少したことなどによるものでありま

す。

 

（純資産）

純資産は94億41百万円であり、前連結会計年度末と比較して33百万円減少しております。主な減少要因は、

利益剰余金の減少によるものであります。

 

② キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年度末に比

べ、３億６百万円増加し、59億67百万円となりました。

　当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は、22億19百万円（前年同四半期は13億50百万円の資金の減少）となりまし

た。主な増加要因は、税金等調整前四半期純利益２億40百万円、減価償却費４億72百万円、売上債権の減少額

４億92百万円、たな卸資産の減少額12億78百万円、法人税等の還付額５億65百万円などによるものであり、主

な減少要因は、仕入債務の減少額６億23百万円などによるものであります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は、５億49百万円（前年同四半期は11億52百万円の資金の減少）となりまし

た。この主な内訳は、有形固定資産の取得による支出３億42百万円、敷金及び保証金の差入による支出２億13

百万円などによるものであります。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は、12億38百万円（前年同四半期は21億80百万円の資金の増加）となりまし

た。この主な内訳は、長期借入金の返済による支出10億43百万円、配当金の支払額１億75百万円などによるも

のであります。

 

（３） 事業上及び財務上の対処すべき課題

該当事項はありません。

 

（４） 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

（１） 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 134,400,000

計 134,400,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成28年８月31日)

提出日現在発行数(株)
(平成28年10月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 35,296,000 35,296,000
東京証券取引所
(マザーズ)

単元株式数は100株であり
ます。

計 35,296,000 35,296,000 ― ―
 

 

（２） 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

 

（３） 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

 

（４） 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。
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（５） 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成28年６月１日～
平成28年８月31日

― 35,296,000 ― 2,132,600 ― 2,252,600
 

 

（６） 【大株主の状況】

平成28年８月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

寺田　和正 東京都新宿区 22,093 62.59

五味　大輔 長野県松本市 1,500 4.24

清水　優 兵庫県川西市 1,234 3.49

CGML PB CLIENT ACCOUNT/C
OLLATERAL
(常任代理人 シティバンク銀行
株式会社)

CITIGROUP CENTRE, CANADA SQUARE, CANARY
WHARF, LONDON E14 5LB
(東京都新宿区新宿6-27-30)

720 2.04

STATE STREET BANK CLIENT
OMNIBUS OM04
(常任代理人 香港上海銀行東京
支店)

338 PITT STREET SYDNEY NSW 2000
AUSTRALIA
(東京都中央区日本橋3-11-1)

261 0.74

日本マスタートラスト信託銀行
株式会社(信託口)

東京都港区浜松町2-11-3 255 0.72

藤田　雅章 東京都港区 98 0.27

小林　裕 神奈川県横浜市青葉区 71 0.20

HSBC - FUND SERVICE CLIENTS
A/C 500
(常任代理人 香港上海銀行東京
支店)

1 QUEEN'S ROAD CENTRAL HONG KONG
(東京都中央区日本橋3-11-1)

62 0.17

畑崎　重雄 千葉県市川市 61 0.17

計 ― 26,358 74.68
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（７） 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   　平成28年８月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ─ ― ─

議決権制限株式(自己株式等) ─ ― ─

議決権制限株式(その他) ─ ─ ─

完全議決権株式(自己株式等) ─ ― ─

完全議決権株式(その他)
普通株式

35,292,400
 

352,924
単元株式数　100株

単元未満株式
普通株式

3,600
― ─

発行済株式総数 35,296,000 ― ―

総株主の議決権 ― 352,924 ―
 

 

② 【自己株式等】

該当事項はありません。

 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成28年６月１日から平成

28年８月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成28年３月１日から平成28年８月31日まで）に係る四半期連結

財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

（１） 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成28年２月29日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年８月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 5,660,398 5,967,038

  受取手形及び売掛金 2,685,715 2,130,455

  商品及び製品 8,909,020 7,514,748

  仕掛品 17,888 19,462

  原材料及び貯蔵品 296,151 321,429

  その他 1,185,965 972,232

  貸倒引当金 △6,855 △6,775

  流動資産合計 18,748,284 16,918,591

 固定資産   

  有形固定資産 2,234,707 2,118,474

  無形固定資産   

   その他 517,650 500,472

   無形固定資産合計 517,650 500,472

  投資その他の資産   

   差入保証金 2,769,168 2,877,844

   その他 475,053 431,485

   貸倒引当金 △35,356 △35,356

   投資その他の資産合計 3,208,865 3,273,973

  固定資産合計 5,961,224 5,892,919

 資産合計 24,709,508 22,811,511

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 1,848,479 974,085

  短期借入金 173,660 156,570

  1年内返済予定の長期借入金 2,002,424 1,902,224

  未払法人税等 46,651 169,418

  賞与引当金 276,686 231,168

  その他 1,776,646 1,778,512

  流動負債合計 6,124,548 5,211,978

 固定負債   

  長期借入金 9,014,465 8,070,703

  その他 95,564 87,580

  固定負債合計 9,110,029 8,158,283

 負債合計 15,234,577 13,370,262
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成28年２月29日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年８月31日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 2,132,600 2,132,600

  資本剰余金 2,252,600 2,252,600

  利益剰余金 5,072,098 4,920,911

  株主資本合計 9,457,298 9,306,111

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 14,281 1,825

  為替換算調整勘定 △149,783 △7,604

  その他の包括利益累計額合計 △135,502 △5,779

 非支配株主持分 153,134 140,917

 純資産合計 9,474,930 9,441,249

負債純資産合計 24,709,508 22,811,511
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（２） 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年３月１日
　至 平成27年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年３月１日
　至 平成28年８月31日)

売上高 21,055,722 17,678,019

売上原価 7,285,615 5,859,900

売上総利益 13,770,106 11,818,119

販売費及び一般管理費 ※１  12,189,948 ※１  11,791,614

営業利益 1,580,158 26,504

営業外収益   

 受取利息 434 960

 受取配当金 630 389

 為替差益 31,319 －

 補助金収入 1,844 1,863

 店舗移転補償金 － 450,000

 償却債権取立益 － 108,977

 その他 12,622 14,590

 営業外収益合計 46,852 576,780

営業外費用   

 支払利息 17,362 17,014

 為替差損 － 251,336

 その他 4,725 6,010

 営業外費用合計 22,087 274,360

経常利益 1,604,923 328,924

特別損失   

 固定資産除却損 34,565 88,684

 その他 － 39

 特別損失合計 34,565 88,724

税金等調整前四半期純利益 1,570,357 240,200

法人税、住民税及び事業税 757,441 182,350

法人税等調整額 46,023 43,812

法人税等合計 803,465 226,163

四半期純利益 766,892 14,037

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △12,629 △11,255

親会社株主に帰属する四半期純利益 779,521 25,292
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年３月１日
　至 平成27年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年３月１日
　至 平成28年８月31日)

四半期純利益 766,892 14,037

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 4,921 △12,456

 為替換算調整勘定 △20,827 141,217

 その他の包括利益合計 △15,905 128,761

四半期包括利益 750,986 142,798

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 769,946 155,015

 非支配株主に係る四半期包括利益 △18,959 △12,216
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（３） 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年３月１日
　至 平成27年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年３月１日
　至 平成28年８月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 1,570,357 240,200

 減価償却費 465,305 472,900

 のれん償却額 47,366 －

 賞与引当金の増減額（△は減少） 57,704 △45,518

 受取利息及び受取配当金 △1,065 △1,350

 為替差損益（△は益） △1,386 23,226

 支払利息 17,362 17,014

 固定資産除却損 34,565 88,684

 売上債権の増減額（△は増加） 9,897 492,762

 たな卸資産の増減額（△は増加） △1,162,855 1,278,017

 仕入債務の増減額（△は減少） △559,004 △623,370

 その他 △455,473 △226,069

 小計 22,773 1,716,498

 利息及び配当金の受取額 659 1,045

 利息の支払額 △18,140 △17,511

 法人税等の還付額 － 565,476

 法人税等の支払額 △1,355,758 △45,718

 営業活動によるキャッシュ・フロー △1,350,465 2,219,790

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △570,944 △342,098

 無形固定資産の取得による支出 △170,146 △44,287

 投資有価証券の取得による支出 △3,000 △2,999

 敷金及び保証金の差入による支出 △462,896 △213,494

 敷金及び保証金の回収による収入 74,014 76,558

 その他 △19,993 △23,397

 投資活動によるキャッシュ・フロー △1,152,966 △549,718

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） 32,580 △18,540

 長期借入れによる収入 3,000,000 －

 長期借入金の返済による支出 △605,986 △1,043,962

 配当金の支払額 △245,751 △175,702

 財務活動によるキャッシュ・フロー 2,180,842 △1,238,204

現金及び現金同等物に係る換算差額 △20,676 △125,227

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △343,265 306,639

現金及び現金同等物の期首残高 3,557,379 5,660,398

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１  3,214,113 ※１  5,967,038
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【注記事項】

(会計方針の変更等)

(企業結合に関する会計基準等の適用)

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日。以下「連結会計基

準」という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　平成25年９月13日。以下「事業

分離等会計基準」という。）等を、第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に

対する当社の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年

度の費用として計上する方法に変更いたしました。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業

結合については、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結

会計期間の四半期連結財務諸表に反映させる方法に変更いたします。加えて、四半期純利益等の表示の変更及

び少数株主持分から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前

第２四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを

行っております。

　企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及び

事業分離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時点

から将来にわたって適用しております。

　なお、当第２四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響額はありません。

 
　(平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務

対応報告第32号　平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した

建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

　この結果、当第２四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。

 
（四半期連結損益計算書関係）

※１  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年３月１日
至 平成27年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年３月１日
至 平成28年８月31日)

報酬及び給与手当 3,343,255千円 3,261,014千円

賞与引当金繰入額 302,440〃 231,168〃

広告宣伝費 777,864〃 625,348〃

販売促進費 751,255〃 959,576〃

地代家賃 474,530〃 510,106〃

店舗手数料 2,496,950〃 2,429,563〃

減価償却費 465,305〃 472,900〃

のれん償却額 47,366〃 －〃
 

 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※１ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとお

りであります。

 
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年３月１日
至 平成27年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年３月１日
至 平成28年８月31日)

現金及び預金 3,214,113千円 5,967,038千円

預入期間が３か月を超える定期預金 ― ―

現金及び現金同等物 3,214,113千円 5,967,038千円
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（株主資本等関係）

前第２四半期連結累計期間（自 平成27年３月１日 至 平成27年８月31日）

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年５月28日
定時株主総会

普通株式 247,072 7 平成27年２月28日 平成27年５月29日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年10月15日
取締役会

普通株式 176,480 5 平成27年８月31日 平成27年11月９日 利益剰余金
 

 

当第２四半期連結累計期間（自 平成28年３月１日 至 平成28年８月31日）

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年５月25日
定時株主総会

普通株式 176,480 5 平成28年２月29日 平成28年５月26日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年10月14日
取締役会

普通株式 176,480 5 平成28年８月31日 平成28年11月７日 利益剰余金
 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当社グループは、「ファッションブランドビジネス」の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

EDINET提出書類

株式会社サマンサタバサジャパンリミテッド(E03463)

四半期報告書

16/20



 

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年３月１日
至 平成27年８月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年３月１日
至 平成28年８月31日)

　 １株当たり四半期純利益金額 22円09銭 0円72銭

    (算定上の基礎)   

   親会社株主に帰属する四半期純利益金額(千円) 779,521 25,292

   普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

   普通株式に係る親会社株主に帰属する
   四半期純利益金額(千円)

779,521 25,292

   普通株式の期中平均株式数(株) 35,296,000 35,296,000
 

 (注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２ 【その他】

第23期(平成28年３月１日から平成29年２月28日まで)中間配当については、平成28年10月14日開催の取締役会にお

いて、平成28年８月31日の最終の株主名簿に記載された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたしま

した。

①　配当金の総額 176,480千円

②　１株当たりの金額 5円00銭

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日 平成28年11月７日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成28年10月14日

株式会社サマンサタバサジャパンリミテッド

取締役会  御中

 

新日本有限責任監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士　　関　　谷　　靖　　夫　　印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士　　中　　井　　清　　二　　印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社サマン

サタバサジャパンリミテッドの平成28年３月１日から平成29年２月28日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間

(平成28年６月１日から平成28年８月31日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成28年３月１日から平成28年８月31日ま

で)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算

書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社サマンサタバサジャパンリミテッド及び連結子会社の平

成28年８月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フ

ローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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